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２ 研究の主要な成果（開発した技術）

１ 研究の目的・終了時の達成目標

〔研究総括者〕
大分県農林水産部
宇留嶋 美奈

【成果の活用面と留意点】
• 開発機の実装に向けた、潜在的な納入先に対しての成果の周知および、導入の働きかけを
継続して実施、県内への導入をはじめとし、段階的に県外へ拡大する。

• 本技術を他品目の野菜へ応用し、調製作業の人員削減・人件費削減が可能な装置の開発に
ついて検討する。

【残された課題と今後の対応】
• 画像認識ＡＩ、成否判定、サイズ判定等の画像解析システムのさらなる改良を実施する。
• 新型調製機がより幅広い規格に対応可能なように、ノズルの稼働範囲の拡張を検討する。
• 投入作業の自動化や機械調製後の自動選別機能等のさらなる省人化に向けた機能の開発
について検討する。

公表した主な特許・論文

画像解析技術を活用して、 １芯1葉となる皮むき調製精度70％以上、処理速度80本/分以上の性

能を有する小ネギ皮むき調製機を開発し、調製作業時間を４割強削減するとともに、その全国展開

に向けたビジネスモデルを作成する。

画像解析技術を活用した高精度な小ネギの皮むき調製機の開発
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１） 小ネギ調製基準位置の自動検出システムの開発

小ネギの芯と葉の分岐点をAI画像判別するシステムにより平均で84％の認識精度を達成。

（図１、２）

２） 皮むき処理の自律最適化システムの開発

小ネギをS/M/Lの３サイズに判別し、検出条件に反映させることで70％以上の認識精度を達成。

（図３、表１）

調製後に１芯１葉かどうかを判定、結果をフィードバックし成功率を上げる自律システムを開発。

３） 高精度な小ネギ皮むき調製機の開発・実証

画像解析システムの判定結果に応じて、ノズル位置や風圧を連動制御することで、1芯１葉の皮

むき調製精度は主要品種である『ダークスリム』で92％、『若殿』で86％、『グリーンライン』で83％、

処理速度は80～100本/分を達成。（表２、図５）

４） 開発機の導入モデルの試算と、実装に向けたビジネスモデルの検証

１レーンあたりの作業者数を８名から５名に４割削減。調製場の運営に占める人件費割合が減り、

生産者の調製に係る経費の削減につながる。なお、本機は耐用年数を７年として導入効果を算

出しており、運営経費の考え方は機械の設置経費（輸送費、設置費用、電気工事等）や小ネギ

の押さえローラーのコンベヤベルト等の消耗品、設備の保全点検費用等は計算に含めていない

ため、導入に際しては設置場所や運営状況を含めた検討が必要である。

技術導入・運用手順書を作成し、全国的な展開に向けたガイドラインを整備。（図６）

３ 成果の実用化に向けた今後の展開方向



問い合わせ先：大分県農林水産部 地域農業振興課 TEL 097-506-3572

研究の主要な成果（図解）

図２ 分岐点の検出

（第１分岐点とは、分岐点

のうち１番高い位置にある

もの。）

図３ サイズ判定

図６ 技術導入・運用手順書

（公表予定）

表２ 1芯１葉の皮むき調製精度

第１分岐点

第２分岐点

１芯（芯葉）

１葉

２葉

図１ 小ネギ
（１芯１葉）

表１ ネギ出荷規格

図４ 従来の調製機を用いた調製作業
（投入：１名、再調整：７名）

図５ 新型調製機を用いた調製作業
（投入：２名、再調整：３名）

品種 投入量

調製結果
1芯1葉
成功率1芯1葉

（◯）
1芯2葉
（△）

失敗
（ ）

ダークスリム 100 92 5 3 92.0%

若殿 695 598 56 41 86.0%

グリーンライン 1,032 855 82 95 82.8%


